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 要 旨 
目的： 

北京の一般住民における眼外傷の発生率と有病率および外傷に関連した視覚障害の割

合を調べる。 
方法： 

2001 年度の Beijing Eye Study に含まれる一般住民 4,439 人が対象で、そのうち 3,251
人が 2006 年に追跡調査を行った。（追跡率 73.3%）対象者には包括的な眼球に関する評価

を行った。眼外傷や治療の種類における前向きな情報は面接により質問票に記録した。 
結果： 

眼外傷歴は 72 人（1.6±0.2%）で年齢で標準化した有病率は 1.7±0.01%であった。 
眼外傷の有病率は男性（p＝0.02）、地方在住（p＝0.04）、飲酒（p＝0.01）と相関した。視

力障害の原因となる外傷は 4 眼（6.6%）、失明の原因となる外傷は 3 眼（4.2%）であった。

2006 年の追跡調査時の眼外傷の自己報告は 116 例（3.6±0.3%）で、男性（p＝0.002）、低

所得（p＝0.01）、飲酒（p＝0.016）と相関した。5 年間の眼外傷発生率は 2.6±0.3%で、男

性（p＝0.02）、若年（p＝0.037）、低所得（p＝0.009）と相関した。 
結論： 

北京の 40 歳以上の一般住民において、眼外傷の有病率は 1.6±0.2%で、男性、地方在

住、飲酒と相関した。年齢で標準化した眼外傷の有病率は 1.7±0.01%であり、白人におけ

る報告と合致した。5 年間の眼外傷発生率は 2.6±0.3%で、男性、若年、低所得と相関した。

 




